数学Ⅰ　学習指導案

日　　　時：　平成１８年６月２９日（木）７校時

場　　　所：　　　　　　　高等学校　　　　　　
対象クラス：　１年Ｅ組　　　　　　　　　　　　

　　　指　導　者：　　　　　　　教諭　　　　　　　　

授　業　者：　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　単元名　　　　　数学Ⅰ　３章　２次関数　

２　使用教科書　　　数学Ⅰ（実教出版）

３　生徒の実態　　　１年Ｅ組の中の男子１１名、女子１６名で行う少人数クラスである。クラス全体の理解度は高く取り組みもいいが、予習・復習不足で授業に入れないものも何名かいる。

４　単元の指導目標　①　２次方程式が実数解を持つ条件をグラフを使って視覚的にとらえさせる。

　　　　　　　　　　②　２次方程式の解の符号をグラフによって判断させる。
3 頂点のｙ座標と判別式の関係を理解させる。

　　
５　単元の指導計画　第３節　２次方程式・２次不等式

1 ２次関数のグラフと２次方程式　　　２時間

2 ２次関数のグラフと２次不等式　　　３時間
3 ２次不等式のいろいろな問題　　　　２時間　本時２／２

６　本時の目標　　　２次関数の単元で学んだ様々な解法を使い応用問題を解く

７　展開

　
	
	学習内容
	学習活動
	指導上の留意点
	評価の観点※

	導入

３分
	ｐ９１のアプローチであげられた(ⅰ)（ⅱ）（ⅲ）の説明
	アプローチを読み、内容を確認する
	(ⅰ)(ⅱ)(ⅲ)を１つずつ説明し、生徒の理解度を確認する
	説明をしっかり聞いているか
　　　　　　①

	展開
３９分
	例題１５
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(　　２),ｘ)－２ｋｘ＋２－ｋ＝０
が、異なる２つの正の実数解を持つようにｋの範囲を求めよ

練習３２

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(　　２),ｘ)－２(ｋ－１)ｘ＋ｋ＋５＝０

が異なる２つの実数解を持つようにｋの範囲を求めよ

頂点のｙ座標と判別式の関係について
	アプローチで学んだ(ⅰ)(ⅱ)(ⅲ)の各条件を満たすには、ｋをどのように考えていけばよいかを考える

黒板を見てノートをとる

例題１５で学んだ内容を使って問題演習を行う

解答をしっかり見て確認する

黒板を見てノートをとる

説明を聞き内容を理解する

黒板を見てノートをとる
	問題から何が読み取れ、どのように数式にしていくかを生徒に理解させる
グラフは大きめに分かりやすく書く

アプローチ、例題１５で学んだことを理解しているかを確認し、

練習問題に取り掛かっているかを机間指導で確認する

解法を板書する

頂点のｙ座標と判別式の関係について説明する
	導入の内容をしっかり理解し、説明を聞いているか
①②③
例題の解法を使い問題を解いているか

③④
説明を聞いて、内容を理解しているか　　

②④

	まとめ
３分
	アプローチの内容と、今日解いた問題の解法の確認
頂点のｙ座標と判別式の関係の確認
	教科書とノートを見直して今日学んだ内容を確認する
	問題からどんな条件が読み取れるか、頂点のｙ座標と判別式の関係の確認をする
	本日の内容を理解し、説明を聞いているか　
　　　　　

①④　


※評価・・・①関心・意欲・態度　②思考・判断　③技能・表現　④知識・理解
